
延長後でも駅前バルで呑める函館驚速野球
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GM 杯 Season5 の第３節が６月 23 日の

Cool&Heat 前枠で行われた。函館でパ

シフィックライジング (PR) がホームでロー

テンヘムデン (RH) 相手に勝ち越した [ ２勝

１敗 ] 以外は、横浜でソーサリアンズ (Ys) が

ドラゴノーズ (Dr) に１勝２敗、渋谷 [ 明治神

宮 ] ではブリムストーンズ (BS) がディープワ

ンズ (CD) に勝てない [ １分２敗 ] と、東神

勢がホームで苦渋の結果となった。 

[ チーム投打成績、および個人の投打成績上

位者→ 4 ページ ] 

第４節は 7 月 28 日の Cool&Heat 前枠開催。

CD-RH の２位攻防が千葉で、Ys-PR の同率直

接対決が横浜で、Dr-BS 戦が神戸で行われる。

チームが勝った後に函館駅前バルで飲む

ビールはうまい。パシフィックライジ

ングのファンはそう口を揃える。時刻は 18

時、開店すぐの風景である。この火曜日、ロー

テンヘムデンを迎えての試合は延長 10 回、

田中浩のサヨナラ中前安打で決着したのだ

が、サヨナラの三塁走者宮本が生還した瞬間

で 17 時、14 時開始の試合が延長まで行って

も 3 時間で決着する、高校・大学野球並み

の試合の速さだ。( 注１) 内川の左３ランで

逆転され肝を冷やしたファンも、「彼らなら

なんとかしてくれる、管理者も、たとえ延長

になってもすぐ終わると信じている ( 注２)」

と信頼し、実際田中浩が８回の同点スクイズ

とサヨナラ安打で期待に応えた。

１回戦　＠函館千代台球場
RH ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ３
PR ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ １ ０ 1x ４

勝　伊藤　１勝　
負　福原　１敗
HR　内川　２号
盗塁　陽　１盗塁 ( 通算１)

( 注１) 実際、パシフィックライジング戦は展開が早く、
３節連続で一番早く３連戦を終了させています。寿監督は
開幕前から綿密なシミュレーションを重ね、不動のオー
ダーを組み、試合中悩まずに進行できるように工夫してい
るようです。
( 注２) この記事のプロットを考え始めたコミッショナ、
一時期の函館在住経験から「あれ？函館って市電 22 時に
は終わるよなぁ。18 時プレイボールで延長 12 回までいっ
たら観客帰れるのか？」と思って調べたところ、そもそも
球場がナイター非対応 ( ナイター設備がないたぁ、本拠地
使用 OK 出した側として泣いたね ) のため、全試合デーゲー
ム設定にせざるをえなくなり、早く終わったことの表現と
して最近流行りの街バルの開店風景をフレーバーに出すこ
とにしました。事実では 2013 年 10 月 25 日に 31 回目の
函館駅前・大門バルが開催されるとの情報をキャッチして
います。( 詳細：http://www.hakodate-yatai.com/ )

チーム 試合 勝 敗 分 率 差
Dr 9 6 3 0 .667 -
CD 9 5 3 1 .625 0.5
RH 9 5 4 0 .556 1.0
Ys 9 4 5 0 .444 2.0
PR 9 4 5 0 .444 2.0
BS 9 2 6 1 .250 3.5

※レギュラーシーズン 30 試合の上位２チームと
勝率５割以上チームがポストシーズン進出
★タイブレイカーにより Ys・PR は Ys 上位 ( 対
首位＝ Dr 成績の差 )



ドラゴンブレス打線も雨天では打てん……

曰く、「魔に岩隈を捧げた 15点」
世の中、代償を求められるものがあるか

もしれない。チーム防御率 1 位・チー

ム打率最下位だったチームにとって、果たし

てこれがそもそも代償なのか、適価なのかの

評価は分かれるだろう。10 試合貧打に喘い

でいたディープワンズ打線が突然覚醒し、ブ

ラゼルの２打席連続を筆頭に４本の本塁打で

15 得点の大勝利……で喜べるはずだったの

だが、試合中に異変を訴えた先発・岩隈の肩

の症状が想像以上に悪く、リハビリ含めて２

週間以上の戦線離脱 ( 注３) が確定した。「３

回に青木にぶつけた時に、まずい、痛めたか

な？とは思ったが、ここまでとは……」は診

察後の岩隈の弁。「打撃爆発の代償」と言っ

た GM 杯フリークも多数いたとか ( 注４)。

ドラゴノーズの GM 杯連勝記録 ( 注５)

への挑戦は「ぐっち監督の天敵」に止

められてしまった。７回表、清田が打席に

立つ直前に「横浜ピンポイント豪雨 ( 注６)」

が発生。１時間の中断後、荒れ切ってしまっ

たグラウンドでは試合続行不能とコールド

ゲームの裁定がくだり……２点ビハインドの

まま試合が成立してしまった。「ここから俺

たちなら逆転への連打ができたはず」2 回に

先制ソロを打った中村剛は雨のグラウンドを

見てそう漏らした。ホームラン数こそディー

プワンズに抜かされたものの、チームは目下

打率トップ。それを活かすチャンスを監督の

雨男がフイにしたのは皮肉なことである。( 注

７)

２回戦　＠明治神宮球場

CD ２ ０ １ ０ ２ ０ ４ ３ ３ 15
BS ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

勝　岩隈　　　１勝
負　フィガロ　１勝１敗
HR　ブラゼル　２号・３号　新井貴　２号　
　　T- 岡田　１号
盗塁　なし　

３回戦　＠横浜スタジアム　※７回表途中雨天コールド

Dr ０ １ １ ０ ０ ０ X ２
Ys ０ ３ １ ０ ０ ０ ４

勝　　メッセンジャー　１勝　
負　　ホールトン　　　１敗
HR　　中村剛　３号　松田　１号
盗塁　川崎　１盗塁 ( 通算３)

( 注３) 岩隈は選手特徴の中に「故障 70 日」というのがあ
ります。サークル一発勝負様作成の選手データには史実の
故障欠場を反映した特徴を設定しています ( 実際に 2011
年５月、岩隈は試合中に負傷し２ヶ月の一軍登録抹消 )。
GM 杯は 30 試合のレギュラーシーズンであることを勘案
して、負傷期間を 1/5[ 今回は 14 日治療専念、その後に疲
労回復 ] にしています。投手 ( 特に先発 ) は「負傷の治療
と疲労回復を同時にすると、負傷ペナルティがほぼないも
のになってしまう」ことを考慮し、Season5 では負傷回復
後に疲労回復を開始 ( リハビリ扱い ) とした……のですが、
いきなりこの長期加療になってしまいました。
( 注４) 現場ではこの試合展開を見て「岩隈を生贄に捧げ
る！」とかいい、記事もそれに合わせましたが、「岩隈の
弔い合戦」とか表現したほうが、まだスポーツマンらしかっ
たかもしれません……実在選手のデータを使っているんだ
から、自分も含め少し表現自重したいところです。

( 注５)Season4・レッドスパローズ [ ずんだもち監督 ] の
開幕６連勝が GM 杯連勝記録。５連勝記録も今回のドラ
ゴノーズ・Season4 クロノスターズ [ 佐野監督 ] 他だけ。
( 注６) 同日同時刻に行われた設定の明治神宮球場の試合
は延長 12 回を完遂。調べたところ、「２0 キロほどしか離
れていない [ 東京都渋谷区・神奈川県横浜市間 ] ２球場の、
片方だけが中止になるピンポイント豪雨はありうる」とか。
( 注７) ぐっち監督の雨男っぷりがここまでひどいとは
……彼がここまで指揮した 40 試合のうち、実に３試合が
雨天中止、うち１試合がノーゲームというのは、昨年参加
表明をした時には想定できませんでした。しかもすべて自
軍の攻撃中、つまり自分が振った珍プレイ好プレイの結果
で引き起こし、さらに自分が有利にならない結果――コー
ルド２試合とも自軍の負けを確定させる――をもたらして
います。それだけ雨を降らせてしまう彼こそ妖怪アメフラ
シと呼びたいくらいです。



★その他の試合 (6 試合 ) ★

２回戦
RH ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２
PR ０ ０ １ ０ ０ ０ ２ ０ X ３

勝　中郷　１勝　Ｈ　木村　１H　Ｓ　薮田　２Ｓ　
負　チェン　２敗
HR　谷繁　１号　陽　１号　筒香　３号
盗塁　なし

筒香の２ランで先制されたパシフィックラ
イジングが谷繁ソロ・陽２ランの「ダブル
１号 HR」で勝ち試合に引っ張り上げる。２
被 HR のチェンは完投するもに負け投手に。
９回の薮田のクロージングが見事。

３回戦
RH ０ ０ ２ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ４
PR ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

勝　ソト　１勝　Ｈ　渡辺亮　１Ｈ Ｓ　藤川　２Ｓ
負　ジオ　１敗
HR　村田　１号
盗塁　なし

３回に連続四球で乱れたジオの甘い球を長
谷川が中堅に飛ばして走者一掃。さらに村
田の２ランでダメ押しして、ローテンヘム
デンが３タテを防いだ。パシフィックライ
ジングはオーダー変更が裏目に出た。

PR vs RH ＠ 函館千代台球場

１回戦　
CD ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ２
BS ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

勝　田中将　２勝　
負　金子　　２敗
HR　なし
盗塁　青木　１盗塁 ( 通算３)

４回に石原のスクイズで取った１点を田中
将が守りきり、３安打完封で２勝到達一番
乗り。金子は８回投げるも貧打で見殺しに
され、最初の先発２敗投手となった。

３回戦　※延長 12 回　規定により引き分け
CD ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １
BS ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

HR　　  なし
盗塁　   なし

５回に飯山のスクイズで先制するも、８回
に田口・鳥谷の連打で同点に。ブリムストー
ンズは先発寺原を 11 回まで引っ張り、森福・
ファルケンボーグもつぎ込んで負けは逃れ
たものの、ディープワンズも多田野・増井・
石井・宮西のホールダーリレーの０封で引
き分けた。

BS vs CD ＠ 明治神宮球場

１回戦
Dr ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ３ ０ ４
Ys １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２

勝　杉内　１勝１敗　H　岸田 １H　S　平野　１S
負　久本　　　2 敗
HR　なし
盗塁　川崎　１盗塁 ( 通算２)　伊志嶺　１盗塁 ( 通算１）
　
１回いきなり四球乱発で１点を失った杉内
だが、岡田が好返球で松田を本塁補殺して
食い止めたのをきっかけに立ち直り、４回
浅村の犠飛と８回原の走者一掃二塁打でド
ラゴノーズが勝ちを決めた。

２回戦　
Dr １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２
Ys ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

勝　和田　１勝　
負　能見　１勝１敗
HR　ラミレス　１号　浅村　１号
盗塁　なし

４回に浅村が放った勝ち越し左ソロの１点
を和田が守りきる好投を見せる。ラミレス
の一発を喰らっただけで９奪三振の完投勝
利。ソーサリアンズは初の連敗。

Ys vs Dr ＠ 横浜スタジアム



●打者個人成績ランキング● ●投手個人成績ランキング●

●チーム打撃成績● ●チーム投手成績●
打率 HR 盗塁

Dr .268 7 4
RH .262 8 2
PR .261 6 2
CD .261 6 1
Ys .243 3 8
BS .226 4 4

防御率 奪三振

CD 1.47 52
Dr 2.80 54
Ys 2.90 52
RH 3.24 61
BS 4.14 53
PR 4.32 60

★★打率ベスト 10 ★★ ( 規定打席 [27.9] 以上 )
打率 打数 安打

ラミレス Ys .452 31 14
糸井嘉男 PR .424 33 14
青木宣親 BS .405 37 15

原拓也 Dr .393 28 11
中島裕之 Dr .353 34 12
村田修一 RH .344 32 11
相川亮二 Ys .333 27 9
筒香嘉智 RH .333 24 8
ブラゼル CD .333 36 12
宮本慎也 PR .324 34 11

★★防御率ベスト 10 ★★ ( 規定投球回数 [9] 以上 )
防御率 投球回数 自責点

木佐貫洋 BS 0.00 ９回 0/3 0
岩崎翔 Dr 0.00 ９回 0/3 0

田中将大 CD 1.00 18 回 0/3 2
吉見一起 RH 1.13 16 回 0/3 2
能見篤史 Ys 1.59 17 回 0/3 3

和田毅 Dr 1.69 16 回 0/3 3
岩隈久志 CD 1.93 14 回 0/3 3
寺原隼人 BS 1.93 18 回 2/3 4
塩見貴洋 CD 2.25 12 回 0/3 3

ソト RH 2.70 13 回 1/3 4

★★本塁打ベスト５★★
本塁打

中村剛也 Dr ３
ブラゼル CD ３
筒香嘉智 RH ３

４選手 2

★★奪三振ベスト５★★
奪三振

和田毅 Dr 16

能見篤史 Ys 15
前田健太 PR 13
田中将大 CD 12
吉見一起 RH 11

★★打点ベスト５★★
打点

稲葉篤紀 BS 12
中田翔 PR 8

ブラゼル CD 8
筒香嘉智 RH 7
中村剛也 Dr 6
中島裕之 Dr 6

★★盗塁ベスト５★★
盗塁

鈴木尚広 Ys 3
青木宣親 BS 3

川崎宗則 Ys 3

岡田幸文 Dr 2
９選手 1

★★勝利数ベスト５★★
勝利

田中将大 CD ２

24 投手 １

★★ホールド数ベスト５★★
ホールド

７投手 １

★★セーブ数ベスト５★★
セーブ

薮田安彦 PR ２

藤川球児 RH ２
５投手 １


